
令和 4 年 4 月 26 日 

総合教育会議 部活動のあり方について 
学校支援課 

１．部活動の位置づけと意義                                  

中学校学習指導要領（平成２９年 3 月告示）第 1 章第５の１のウ 

ウ 教育課程外の学校教育活動と教育課程の関連が図られるように留意するものとする。特に、生徒の
自主的、自発的な参加により行われる部活動については、スポーツや文化、科学等に親しませ、学習意
欲の向上や責任感、連帯感の涵養等、学校教育が目指す資質・能力の育成に資するものであり、学校教
育の一環として、教育課程との関連が図られるよう留意すること。その際、学校や地域の実態に応じ、
地域の人々の協力、社会教育施設や社会教育関係団体等の各種団体との連携などの運営上の工夫を行
い、持続可能な運営体制が整えられるようにするものとする。 

・部活動は，「教育課程外」の活動と位置づけられ，法令上、学校が設置、運営する義務とはされていま
せん。しかし、生徒の多様な学びの場として教育的意義が大きいことから学校の教育活動の一環として計
画、実施されています。 

２．本市の部活動の現状                                    

〈資料１ 別紙〉市内中学校の部活動一覧 
●平成 30 年 3 月【スポーツ庁】「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」 
●平成 30 年 3 月策定、平成 31 年 3 月改訂 【三重県】「三重県部活動ガイドライン」 
●平成 28 年 11 月 22 日策定 平成 31 年 1 月 28 日改訂 【桑名市】桑名市部活動ガイドライン  

３．本市の部活動における課題                               

（１）教職員の多忙化  

〈資料２ 別紙〉部活担当者の仕事内容と 1 年間のスケジュール流れ 
  
7 月には夏の中体連、9 月から 10 月に
かけて、新人戦がおこなわれており、各
校における部活動の時間も⻑いため、時
間外労働時間が⻑くなっている一つの要
因ではないかと考えられる。 

   

中学校 31.9 時間 
小学校 25.9 時間 

 

・技術的に不慣れな部活動顧問をしなければいけないことがある。 

・休日において、部活の練習だけでなく、大会運営も教職員に任されていることが多い。 

〈資料３〉 

R3 年度 時間外労働時間年間平均 



（２）生徒の少子化  

 年々、少子化が進むなか、各校の教員数も減少し、部員数も減少し、部活動数の精選をせざるを得ない
状況がある。 

A 中学校の事例 
・少子化により、学級数・教員数が減。 

 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 
標準学級数 17 17 17 14 13 13 13 12 12 11 
教職員数 33 34 33 28 26 25 25 24 22 22 

・令和 3 年度、各部 2 年生がほぼ部員数 10 人以下。 
・今後、生徒数の減少に伴い、教員数が減となることが想定される。 
・部活動精選のため、新入学生徒に入部希望調査を実施、２つ廃止にしていく方向で検討している。 
 
（３）保護者・生徒のニーズ  

・部活動に対する保護者からの要望（部活動設置、指導内容）等。 

・生徒のニーズにあった部活動（種目、指導内容）がない場合がある。 

・大会や大会運営のため、休日も休息がとれない。 
 

４．休日部活動の段階的な移行について                         

（１）国、県の動き  
【国】 
〈資料５〉学校の働き方改⾰を踏まえた部活動改⾰について 
【県】 

・令和 2 年度より、年３回「部活動在り方検討委員会」を設置。 
 ・県教育委員会と市町教育委員会が定例的に協議をする場の設定。 
 ・部活動の地域移行に関わるモデル事業を実施。（地域運動部活動推進事業、地域文化部活動推進事業） 
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〈資料４〉 



（２）桑名市の段階的な取組  

◆令和３年度  

・近隣他市町との情報共有、県内視察。 

・令和４年度「部活動在り方準備委員会」開催に向けての協議。 

 

◆令和４年度  

① 部活動在り方準備委員会の開催 

〈資料６〉部活動在り方準備委員会について 

 
② 部活動指導員の活用  

・令和 4 年度、市内 1 名の任用予定、１０５時間（週３時間×３５週）。 

・市町、県、国が 3 分の１ずつ予算を負担する補助金事業。 

・部活動顧問として、学校の部活動顧問がいなくても単独で指導ができ、大会引率ができる。 

 

（３）他市町の状況  

〈資料７〉部活動地域移行に関わる取組 

 

（４）今後の課題  

◆指導者の確保 

・指導者を確保するための体制の構築（地域と連携した人材バンクの設置等） 

◆予算 

・部活動指導員を各校に配置するための予算確保。 

◆大会の在り方 

・中学校体育連盟との連携（中学校体育大会や新人体育大会のあり方）。 

・休日における教員の大会運営への参加。 

◆段階的な地域移行に関わる整備 

・部活動が段階的に地域移行することについて、教職員、児童生徒・保護者・地域等への周知や理解。 

・市内の受け皿の整備。（総合型スポーツクラブ、地域人材等） 

・平日部活動と休日部活動の連携。 
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〈資料５〉学校の働き方改⾰を踏まえた部活動改⾰について 

 
 



〈資料６〉  桑名市部活動在り方検討準備委員会実施について 
１．目的 
令和５年度、桑名市の中学校における部活動（スポーツ、文化、科学等に関する教育活動）の適正な運営の推
進を検討する委員会設置に関わる検討をおこなう。 
 
２．準備委員会における検討事項 
（１）令和 5 年度からの段階的な地域型部活動に向けての研修 

・部活動在り方検討委員会設置に関わる検討（内規、構成委員、スケジュール等） 
（２）地域移行に関わる桑名市の状況把握。 
 ・市内における総合型スポーツクラブ、市内各種目団体の状況。（人材確保も含める） 
 ・市内中学校の部活動の状況把握。 
（３）次年度に向けた部活動指導員の活用について。 

・部活動指導員の任用に関わる内規作成。 
・部活動指導員の配置による「費用負担の在り方」「連携・協力体制の構築」等の検討。 

 
３．準備委員会構成 
 ・桑名市中学校校⻑会（桑員地区中学校体育連盟の代表者） 
 ・桑名市中学校校⻑会（文科系部活動の代表者） 
 ・教職員 代表者 
 ・桑名市スポーツ協会 
 ・生涯学習スポーツ課  
 ・学校支援課 課⻑ 
 ・学校支援課 生徒指導係 （事務局） 
 ・学校支援課 事務担当 
 ※上記にあげる者の他、協議・検討内容に応じて、設定する。 
 
４．会議について（予定） 
 ※構成委員参加の会議は年 4 回。上記以外に臨時委員会として、事務局と関係機関等の査察、打ち合わせ等
をおこなう。  

桑名市部活動に関わるスケジュール（案） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

桑名市 

２０２２（R4） ２０２３（R5） ２０２４（R6） 

部活動在り方準備委員会 部活動在り方検討委員会 

・４/26 総合教育会議にて協
議。 

・部活動検討委員会設置に
関わる検討 

・部活動指導員活用事業 
・部活動エキスパート活用

状況把握 ・人材把握 

・休日の部活動移行に関わ
る地域連携等の研究 

・人材バンク設置の検討 

部活動指導員配置拡充 + 部活動エキスパート 

地方大会の実態把握 地方大会の在り方の整理 

地域スポーツ 
文化環境 

人材バンク設置 

休日の部活動移行に関わる 
スポーツ団体、施設の整理と研究 

総合型スポ―ツクラブ 
・NPO 法人ヴィアティン三重 
・スポーツステーション多度 
・TAF スポミンクラブ 

中体連 
地方大会の位置づけ 




